
 

 

 

 

 

 

 

ネット上の安全は、保護者の指導・見守りが第一！ 
校長 酒井 浩明 

過日は、寒い中を早朝から「なわとび記録会」

のご参観ありがとうございました。 

 

 さて、「よりよい学校づくりのアンケート」で

いただいた中に、「スマホを持たせる家庭が多く

なっています。自宅に遊びに来たときに写真を

撮って LINE などにアップしたりするのを見て

いると、友人の携帯を通して我が子の写真も拡

散するんだなと怖くなりました。ネット社会の

怖さを小学生の頃からもっと伝えて欲しい。（一

部改変）」というものがありました。 

皆様は、スマホ等の情報機器の取扱いの難し

さや怖さをご存じですか。 

私は原作本を読んだのですが、志駕晃さんが

書かれた小説『スマホを落としただけなのに』

宝島社文庫や、その映画化されたものは、保護

者の方が実感できる材料になるのではないかと

思い、ＰＴＡ実行委員会でも紹介させていたた

だきました。 

本校では、ご存じのように平成２０年度から、

児童が携帯電話等を学校への持ち込むことを原

則禁止し、保護者の動画や写真撮影の制限にも

ご協力いただいています。 

 また、１月１６日の６年生の授業参観では、

進学をきっかけとして、スマホ等を貸し与える

保護者が増えることを視野に、ＳＮＳ機能を利

用した姿の見えない相手とのコミュニケーショ

ンの難しさや課題について考える授業を行いま

した。 

授業後の子どもたちの振り返りには、 

・写真を撮るときは、「誰かに送らないで。」

などとしっかり伝える。 

・家のルールを友達に伝えて協力してもらう。 

・スマホは便利だと思っていたけれど悪いとこ

ろもたくさんあるとわかった。 

・個人情報流出や事件に巻き込まれないように、

アプリの使い方に気を付ける。 

 など、考えたことがしっか

り書かれていました。 

しかし、学校の授業だけ

で子どもをネット上の犯

罪から守れるのでしょう

か？我が子が加害者にな

らないと言えるのでしょ

うか？ネット依存の問題

も・・・・。 

 スマホやタブレット

などの学習場面以外での利用は、友達の家、家

庭生活等が中心です。 

 このため、保護者が難しさや怖さを実感した

上で、子どもの話に惑わされずに、指導と見守

りを続けていくことがもっとも大切です。 

これを機会に、日頃から家庭の中で話題とし

て、子どもの成長に合わせ、利用を制限したり、

その都度必要な注意をしたり、利用内容を点検

したりするルールをつくるなど、大人も含めた

家庭の情報機器取扱いルールを見直してはいか

がでしょうか。 

※関連のパンフレットを学校ＨＰに掲載 

 

＜今後の本校での工事予定のお知らせ＞ 

①第１校舎東側女子トイレ洋式便座取付工事 

 〇各階３個ずつの洋式トイレになります。 

 ・２月下旬２・３階 ・４・５月３・４階 

②東側南側のブロック塀改修工事 

 〇高さ２ｍ程度のフェンスになります。 

・２月～３月 

③教室内石油ストーブの撤去 

 〇教室内が少し広くなります。 

・３／２６～２７ 

④プール基礎の防錆他の長寿命化工事 

・４月～５月※運動会前に終了予定です。 

⑤第１校舎西側トイレ全面改修工事 

 ・夏休み～９月 

 

令和元年度 

＜給食場脇のスイセン＞ 

http：//www.edu .c i ty .yokohama . lg . jp/school/es/tana/ 

～豊かで調和のとれた子の育成～  

たくましく生きる人  なかよく生きる人  

 

 

 

横浜市立田奈小学校  
令和２年１月３０日 
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